薬師如来像
重要文化財

これは薬師如来の像で、法輪寺の本尊である。薬師如来は、苦しむ者を仏教の教えという薬によって治癒する仏陀である。飛鳥時代（552〜645年）につくられた木製の如来像としては、現存する唯一のものであると考えられており、非常に貴重な仏像である。この像の顔は柔和な表情をしており、手は比較的大きい。右手は恐れを取り除き保護を与える施無畏印のかたちで、左手は歓迎と願いの成就を表す与願印のかたちをしている。

